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図1　スラムの学校出席率
ケニア、バングラデシュ、インド、およびガーナにおける
都市部の初等・中等教育への出席率

図2　 都市の貧困層の子どもたちの栄養不良
発育阻害の5歳未満児の割合
（棒グラフ右端は都市人口のうち最貧困層の発育阻害の広がりを
示し、左端は最富裕層を示している）

出典： 世界子供白書 2012 注： 推定値はWHOの子ども成長基準（Child Growth Standards）に従って
 算出した。入手可能な国別データに基づく。
出典：世界子供白書 2012
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ユニセフ

第50回

DVD「シュヌンシュヌン（聞いてください）
─ 子どもたちからのメッセージ ─」には、
世界で活躍するたくさんの子どもたちが
登場します。
そこで、今回の基礎講座は、『子どもの
参画』がテーマです。

　インドの西ベンガル州に位置する街、コルカタ。日
本では、以前カルカッタとも呼ばれていました。コル
カタにある巨大なスラム街では、現地NGOプラヤサム

（Prayasam）の協力で、スラムに住む子どもたちが
ポリオ、児童婚、女性差別、水と衛生など、さまざまな
問題の解決に取り組んでいます。一軒一軒、各家庭を
まわって状況を調査し、政府や行政に改善を訴えます。
　汚い水を飲んで1 ヵ月入院した経験から衛生につ
いての活動をするサリムくん。幼くして結婚した姉を
持ち、教育の大切さや女子差別の撤廃を訴えるシーカ
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ちゃん。撮影担当のカジャルちゃんは病気で働けない
お母さんのために、一家の大黒柱として炎天下の中、毎
日屋外のレンガ工場で働きながら活動を続けます。彼
らの活動によって、この地域では元々許されていな
かった “女の子が男の子と同じようにサッカー場を使
うこと” ができるようになり、地域は変わりつつあり
ます。
　 彼 ら の 活 動 は、 ド キ ュ メ ン タ リ ー 映 画『THE 
REVOLUTIONARY OPTIMISTS』でもとりあげら
れています。

スラムをかえよう!

活躍する子どもたち


